
高 血 圧 捌 丙 態 と 治療

l<1 1 rl'ゝ ､ = い ‖ 1.t l J り i)Il : 二 ､ ＼ 皇 軒 畔 伸 雄 潮 言 粧 し山 王 r

棒 弟H Afbn嘗 緑 解 寧 級 障 害 をこ よ る 麗 産 後 盈 庶 F 降 が 指 摘 さ れ メて い

二二､ .

新 潟 逓 倍 病 院 に お け る 糖 尿 病 に 伴 う 高 血 圧 に 対 す る 降

)庸 巨 1パ il皇 ′了 ｣∵ l rL弓 十 工 ∴ ノ･. (_I:1 ip.甘 し 剤 ∴ 十 二≡ rl束 tO ∴

C 級 措 抗 剤 に つ い て イ ソ ス リ ソ 分 泌 を 抑 制 す る と の 報 皆

浩 抗 剤 を 3 -- 鎧 約 一月 平 均 誹 や5 ケ 月 授 与 し , そ の 前 後 の ぬ

血 糖 をこ 漁 をぎ す 悪 影 響 は 認 め ら れ な い 一

兵 .C 罵 阻 害 剤 をこ つ い て は 腎 機 能 障 害 の 強 い も の で は 注

意 せ ね ば な ら な い .

糖 尿 病 性 腎 症 に よ る 高 血 圧 の 場 合 , 循 環 血 腰 量 増 加 な

ど 低 レ エ ソ の 例 で は 利 尿 剤 が 基 本 と な る . 腎 障 害 が 進 行

し た 時 期 をこ ぼ ブ 盲コ セ ミ トPが 適 応 で ｡ 十 分 な 降 圧 が 得 ら れ

/∴ ､ ヲ∴ ナ ∴ こ し ';l 浩 打 潮 . (､1()EliLIin t-, lllい り 1.1･1(iり Il;i Lで､

変 感 神 経 抑 制 剤 き 6君 遮 断 剤 を 併 用 す る や

収 縮 期 高 血 圧 で は 極 端 に 下 げ る と 動 脈 硬 化 病 変 の 進 行

不 全 を 惹 起 す る 翻 猿 が あ る . 降 圧 剤 が 必 要 な 患 者 に 限 り

呈3

十吊･'宮 守.式工 付目H,こlL.t川と,f･.卜1砕【㍉軒 日吉子宮卜二!]:i:∵し

い事

起立性低血圧を伴う高頗乳圧が)治療は極めて困幣で9降

圧 剤投十･':圧十･刊 畑['=出TL･守雄.丁.i)り ~'.L上1.-r･-ド

ゾ ル を 鰹 困頚すると臥位高血圧が助長される平 -----船をこ臥位

高 血 真玉 をこ 対 し て は 夜 間 頭 を 高 位 を吊 /て 休 み , 立 位 の 低 血

圧 をこ 対 し て ぼ 弾 こね ス ト /V キ ン グ 殿 使 用 な ど が 試 み に)れ て

し 言 .

参 考 文 献

損 櫓 済 轟 祐 ; 糖 尿 病 と 高 血 狂 う糖 尿 病 の 遊 歩 骨第 風習駁 撃

11こう- 121. 1tLITL:i.

2 ) 増 親 善 明 : 糖 尿 病 と 高 血 圧 ℡ 糖 尿 病 の 進 歩 多 第 慧漫

ii∴ lこミT- 1Llト, lt).iLIT.

こ3 1 後 藤 由 夫 . 他 二 高 血 圧 1-.榔 机 上 ロ ト 臨 廿 ､ ･ILl.Tt)T､

且 9 8転 (春 季 臣孟維 持 曽 頚骨 腎 ).

･い T h t､ ＼∵い l･k in L:- tご【･0 日 い ',n tl叩 (,tlt(ln.<i'm jn

(iiこl晶 tt､.<. 捌 :lttl=lLllt 川 1 恒 'い(17Lttlllドiり = i一l

tliIlllt､tt､Lq m t-11iltlト ､ :＼rt､11. lrlttl･tl. ＼lH L II7.

(i :粧 lさ)HT.

6 ) 脳 卒 中 に 伴 う 高 血 圧

長 岡 赤 十 字 病 院 内 科 　 高 橋 壮 一 郎

C e r e b r o v a s c u l a r  D i s e a s e s  a n d  H y p e r t e n s i o n

S o i c h i r o  T A K A H A S H I

T h p (,州 t r こl l Iltlr ､,o ils S .V S t H ll is ll Ill こIj〔-l･ t こtr g P t t汀 押 n rO l･ th Ll.ゝ P＼ P n JL<SiL川 O f'

恒 llP r t t)n バ 汗 t, (lis p こIS P .

i< u s t こIin t-､Li illげ し､;iS t､L< in s l,.q t L､H liLr 1-1= -:)LI p r tls s lll､(:ユ i l汗 ､ n l里 - い11日 LitlL･ぐ r)Ilth (-1oLLTi(､;ll

lllt い r こIt i川 1 in t h tl iflt l･こlr I･こ川 iこ-1l ＼･こ1.< H llI-lt u l･(-～.

'H lt_) ‖ 函 ()r ;-1r t t:,T･i;-1巨 11.,川 針 ･S l､川 ‖ lt1 i71 恒 ,い け t H ltli＼･(- t)r 諒 lL< ;H tt- 1<･llや .し ＼zt1ドSt､l こItht',l･H

'l'l-(､ r t､州 h L< り ll t h t､L< (､ ､'IlS t､u l;､Ir i.1日 ･こ川 .u-= -1州 t S ;l仲 川 1･ t i, I,し､ 四 l･… (､恒 Tllこll il汀 .･lll'.tiL一丁1.

日 = -川 l日 日 け … (･り lm l げ t最 高 恒 ,i-げ t)し-t t.11 ､tl高 一Lq t t､ll｡ 1(-tl正 Ⅰ)11t i州 t ト , :川 Li = H r.･lLT ;1品 11. llU H l(汀 !:h:項 ､

f恒 汀 血 r 叩 け .< t日 日 : ド (-i',h il･い r)i:u :＼ ‖ :＼ L< = 1. 判 帖 上 吊 ∴ 〒 H H ) .j･く 帖 f吊 ′榊 31,. i.･; 1

川 ､'iJ i日 日 吊 ll..tt･m :l L へ Ⅰ'､(i iLLiTlt､. ＼ llLT日 日 k L･l Ti L-(1 晶 ､(,i ,1ト ト J;守 荘 〔三 高 情 ･汁 -粧



トI 新潟医学会雑誌 第且甜3巻 第1号 平成元隼風月

1111L1 -日日 晶､111-;plyi=lIH･(:tL<."宜(Illt･H･(､;llml･-HlL､XLLhlLqi､,申 し･(一日f晶､〔ltり恒,ド(でt州.ii､･-1

I)こItiいlltL<.

こ川さ.†て吊川､ti･=litltミl一m里･t･(-{~lllL､{-1古･-川~in(,W t'-.･W :llr付目十･(.川叫-†･<~,晶ト(~ゝtjlurtl･r汗H.I

l'rtLIin.()‖th(I()ltlげ h;川il.こ=･げ.rh厄h川'm.･t.Vtlirtlt1号(･こluバーゝtlm吊ltlt.iドし･h…1iIl.こ1.iitl

恒【1m･ttlnSi＼･=-11ぐⅥ1h晶叩;lth.V.… l…1….rll(･'tLr(..

Tllt_ゝ＼＼ri.wt<t(､川lI･.<t)＼＼,MllLi… mゝ i(-I-(､I一l:llttltゝN'品()Ill(iりHl.t･I-(､rt吊H(､t-(iillthtl

;lt､IltいJtこ岬~･＼＼･1.1州 ttl(,S=･l,tく('､i.ql川爪＼･Ilt')I)(～(Ill(Itい;1信､mt汀rh:/1.i,,I(､.川･吊1州 州(.申.I;ド

th;lt,inthe-1日日.gtt¶ll,;lt･ti＼,(～(､いntl･()I()書､恒･pL､rt(lnS晶nr汗tL､7_.こtHr.<t.<日､りltt_日日､汀Llt,ti＼･し-

i11r(ゝし11両岬 tllt~-riskL汗.qtl･tI)kL-.

ーL＼(で(汁(iill.till.V.hgh.f_ミPsllHllLlht.,1し-＼＼･tlllt--,(itg州叫･toLlnOrTllこ111….､l＼＼･ithLltH1-恒l_i(,I.-

t州L<汗f･,:l叩ItL' …-tlこ~lL< t,;1晶l川1こ川t堰く壷.qtL<.刃.~~ll/Ai吊Iit)ih-'rL<.晶t:i-:1(lr州川､申川･

上it､.t･＼＼一川1行二:＼rh-l･it･lltt･.<ttmt<iI=-…､t-Ⅰ…こl.削･111.m･lit.<…バー､ト.IiiL<kr:日､l川.I.乱し1…､吊,吊

砧)吊 tlい"∴＼h71こIElLい=付目t:川tトrl.i,tLltmい‖1.hl｡'川tl.･lr_llT汀t.い一日=日日.

劉議卒中の血債二病変,危険聞手昏脳血流芦治療曹~漉予防｡
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漫測温年よりその経を悪性瞳感に譲りyさらをMgS6年から

ぼ恩後肢療9心疾患に次いで第3位をご一線温むノた串この脳

準申死亡率低下釣僚鏑として,低蛋鉦1-m食塩過多の食敏

活齢改善,降任療法の普及があ軒-デら斬るサ

高血圧が脳卒中の澱太の徽険困予であることは,小鞘-
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も明らかで亨終圧療法をこよって米国の脳卒中発症年令は

預り年おくれたと言う畑 しかLち降任療法が脳梗塞の啓

発や憎悪をこ関与した例も少なからず報告されており,脳

卒中の多病期(柊をこ急性期日こおける血圧管理をこついて

は輿論も多いセ

結局のところ,広い視野を袴-｡た経験豊かな主治医が

臨床所見をこ義-武､て菅症例ごとに適当うなレベルをこ-ニ3ソト

卒中治療のまつをこ過ぎないとの認識のもとで予脳卒中と

脳卒中の基礎病変と高血圧との関係

t畑(11例LT､バ宮､言高Lli出∵､既往工臣l｣品性塞榔f~､(3()Otl,
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桁哲,巌脳細浦も例の鮒窃締監拡張捕獲j摘濃縮願および拡張期
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亀Ljj3鳩胸梗塞 (脳血栓)で鮎皮質抜糸と欝通抜糸梗
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高血圧の病態と治療

凝とでは,その主たるぬ管病変が興ること声大観任臓嶺)

は脳助良工卵生病変が通と管壊死であることを明らかをこした･

舟伸予最上'亘薄情 1■∴-卜㍉侶て･軒ii二言jrlL汁煉牲E~

細小動脈硬貯襟,脳出血と穿過枝糸梗塞の基礎病変であ

管病変臣こよる脳出血および密通抜糸脳梗塞が多い詰)5)

筆者らは9高血圧症で低アルブミン′げルプミソ増減

および低アポA-漫拍緋m欝′/離最下)ぬ症を伴う鳩舎

闘豊,血管壊死を基礎病変とする脳出血になりやすくタ

高血圧症でも血清アルブミン,hmLニ1レステロ-鶴

アポA-且濃度がほぼ正常である場合には,寮削､動脈硬

化を基礎病変とする穿通挨系梗塞になりやすいとの成績

を得ている7)那

戊第枚系脳梗塞の主な血管病変は動脈硬化(粥親密化)

であり,高血圧のほか高L旗もJ血症畢高アポm血症な

どが,虚血性心疾患と同様をこ懲検因子となる7)宿)

脳卒中に対する降圧療法

終圧療法のFwi的ぼ高血圧性疾患 (魯併症)の防止にあ

り宇和こ,脳準率の予防は愚衆の臣三譜的であるが,既に発

症した症例をごrjいては,そ捌野党の予防,血管病変殿進

どめ,緩義教症を軽くするという臼的が加わるが,そのた

め闘豊泉息のようをこ,脳循環障害を起さず予動脈硬化

を促進せず9脳開門を通過しない薬剤を第日--選択とL,

症例ごとに終圧目標を設定してやそこをここブントロ-ルす

ることが魯弼的である｡しかし予脳卒中急性期に降任治

療を賓する患者の多くはナ昼間も臥位をとっており,薬

物を非経lIn的に授与せざるを得ない状態かこある申そこで

夜間を除きほとんど臥位をとることがなく,経口降圧薬

を使用する慢性期の患者とは分けて考える必要がある砂

とl急性期の降圧療法

脳草薙明急性期をこ"は病塾のいかんを問わず亨-一般をこ血

圧は上界Lでいるが亨慢性願には病勢の落ち着きと共に

環摂動調節敵 廃酸ガスなどに封する血管反応性が集わ

し予図慧のようをこ既に低下している脳血流巌は鍔鋸玉をこ

それ扱号こ郡脳血流摂動調節醸障害を濠視ずる人々 は,

脳梗塞急穐豊塀の終圧療法を輝緋はこして禁忌としている5)

蛋)9㌧確かをこ主幹動脈の狭窄ま餌£閉塞が予想される場

蓑1晶辛項∴三十十二歳圧

脳鰭環障害を起きない
脳血流湧義郎減少
帖t■ミ言'蟻-;
起立性低血焦
脳動脈硬化を促進しなも
血小板機能]wi遇
脂B露代謝障害
脳関門を通過し/ない
中枢神経抑制

脳血流量

且5

100 200(nlmHg)

平均血圧 (藤島正敏二巌新医学42:46,1987)

且盟血真東と脳血流

正常血円滑では確率蜘約狂鍔約-温惑約mm網野の範河内
の血圧変動をこ対L予脳通と琉厳は約55m摘ま鍼好捕に採捜
されている(脳血流の擬教調節紙上この範囲を越える
i伸f湘∴､十:工‖畑i･眉l確言畔十三亘,柚帖上川出端

調節能がシフトする収

骨牽,症既がなお徐 を々こ進行しつつある場薯をこぼ,商い

血圧をこよって虚血部-の血流が維持されていることが多

いので即削,不凋落をこ降旺剤を授与すべきでないやしか

し,この様な屠鎚梗塞例をこ対してはき脳浮腫をこ対する治療

と紫をこ抗血小板および線審療法が行われており息8㌧且8位/

且OOmm錯監最上の高血圧では紺3脇の免除が予想される

こと2急性期前期では艶紋をとっていることから撃筆者

汗蓑ヱし7㌦_∴＼{iii･縮粧付き:l甜--ド(111川11IHr.姓Jr損〔Jj

Hl再上清rl'川1叛∴L卜,JI:細さ~J:照雄二;㍉甘圭し直煩仁/工.

るt現実をこぼ,血圧は発作語Ev"蓬田頃より担]擬しはじめチ

ほぼ息週間で発作前値紅戻るとされている通り9㌔終圧

療法は概ね不賓であることが多い.

脳出帖･一女＼]仁':.L十 ']州 =(lrtlm裾 Ll.卜Ll､頼信t-､j上

彪腰の増光や汚損鹿を防止するた捌こ前懐の測%程度の

降任三をダ宅も膜~F牡鹿では正常血圧まで葦啄控を計ること

を適当とする意見が多い漫呈),筆者は廉浮腫に対する治
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衆望脳卒中急性期の降圧療法

療を十鰍に_行いつつ脳梗塞と同様,濠翌にように実行
F'I:L-_,.I:r.

シ′,ブもつセミト､,硝酸ィ､}ソルビドナー-プなどを単独健

肝..∴､ぎ川里仁r~･∴･二.-IP･L.JJ十㌢言辛∴iLl畑rh.T古畑1i'h】

＼t汀.tri-什hl品川,F.打~言＼'~宜し諭_燕'い･血rIl(･r.･llliL･tlトim1

両､川､m州日日L.立流1r:雄･･､ト丁半..守畑､‡-.･llt恒いけfLllSi=11∴

虚員義裡‡三先遊およびその憎悪を来すとされ丁急性期でe)

権J羽をこ批判もある削.LかL′官職準中例をこ∴尉しては降任

療法のみを縛っている訳ではなし昭で予後櫓の治療と併

が葉状と思われる書

蜜た苧脳遁L流農をこ対してぼ血圧よりも血液粘度が寄与

率が太きいとの成績言望)もあり,梗塞藤部においてはげfi

か板歯廃園砂線溶系の関与も東きいほう

ll慢性期の降注療法

既T㍉十､十∴∴∴ 最中巨雪性粧'斗キ･r‖一言表1し～1

注意が肝要と思叡うわる.

脳職務障害を起きないためにはち脳血流の減少,血液

濃縮軍起立級低血圧を来す降旺薬や降任方法は不適当で

ある血また,慢性期をこおいて転 職華中例の脳循環畠動

詞離礁は儒慧のように右寿に偏位し(,かつ声脳血流巌

は5㌢:.常離二萱三例や高血圧例よりも低㌣~しているとされ月3㌔

･i:･情理;附l<j梗塞訂i~照＼半片L~､頼捌旧情十脹圧汁流

農を.≡-ぼ遵堀関があり,感漣だが高い者ほど脳激流巌は低い

(図3),この血流低下狛翫控をFをずることで直ちに増加

する訳ではないが,望ヶ月程度をかけて投射こ降洋三する

*鋤脳触若夏敷

(藤島正敏:福間医誌58:194,19671

鋭詔脳卒中をこおける収縮期血圧と脳血流

反って減少する,

ど,脳血流の改善も可能となると言うま3)ヤ

筆者桝は慢性期の理想的な降任鍔際は,出に沌1玉)ど

同様チ正常血圧レベルを考えており予脳鰭環不全症状が
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